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９ 「４つの財務書類」を公表します 18 町のわだい　畳の上の真剣勝負　上毛かるた大会

10 2024甘楽町観光フォトコンテスト 23 おしらせ版

ヒーローと握手
（関連ページは18ページ）



　地震や風水害などの自然災害は、突然、そして
想像を超える力で襲ってきます。しかし、日ごろ
から防災対策をしておくことで、慌てずに行動で
き被害を最小化することができます。
　今回は、最近登場した『新しい防災対策』をご紹
介します。自分自身の安全を守るためには、普段
からの備えと心構えが重要です。

避難所が定員を超えている場
合などやむを得ない場合には
車に避難したり安全な場所に
テントを設営して避難する方
法もあります。

風水害の場合には、自宅内
で最も高く、裏山の斜面な
どから一番遠い部屋で過ご
しましょう。

親せきや知人宅などに避難
します。どのような災害時
に避難するか、避難先の人
と相談して理解を得ておき
ましょう。

安全なホテルや旅館などに
避難します。立地や移動
ルートの安全性を確認して
おきましょう。

自分の安全は自分で守ろう

　災害が発生すれば、安全な場所への避難が必要になるこ
ともあります。
　皆さんはどこへ避難しますか。「避難＝学校などの避難所
へ行く」だけではありません。多くの人が集まる避難所では、
感染症対策を行っても感染リスクがゼロになることはなく、
最近、避難先を分散させる「分散避難」という考え方が登場
しました。

　　　　『分散避難』を考える

甘楽町安全安心メール
町の情報をいち早くお知らせ

　町は防災情報をはじめ、さまざまな情報を
メールで配信しており、防災無線の放送文も
メールで届きます。ぜひご登録くだ
さい。右のコードを読み取るか、「ml.
kanra@e-park.ne.jp」へ空メール（件
名・本文不要）を送信してください。

縁故避難

ホテル避難

車中・テント避難

垂直避難（在宅避難）

■ 総務課庶務係 ☎74-3131■ 総務課庶務係 ☎74-3131

　　　　　　　

風
垂
直
避
難

災害に備える災害に備える
最新の知識や情報をもとに最新の知識や情報をもとに

登  録登  録
しようしよう

分散避難分散避難
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いざというときに慌てないために
非常用持ち出し袋の中身を確認

■ 飲料水
500ml×４本程度

■■ 食品
レトルト食品・缶詰・
チョコ・ビスケットなど

■■ 衣類・運動靴
雨具・下着・防寒着など

■■ 洗面用具
歯ブラシ・歯磨き粉・
タオルなど

■■ 救急用品
消毒薬・ばんそうこう・
包帯・常備薬など

■■ 照明器具
懐中電灯・
ランタンなど

■■ ペン・ノート ■■ ラジオ
小型で携帯できるもの

■■ マッチ・ろうそく
取り扱いには注意して保管

■■ 乾電池・充電器
電池は懐中電灯やラジオに
使用するため多めに用意

■ ■ そのほか
各家庭に応じた必要品
（ミルク・おむつなど）

■■ 貴重品
現金（小銭）・保険証・
印鑑・通帳など

　非常用持ち出し袋や、自宅で避難生活を送る際
の備蓄品を用意しましょう。
　食料の備蓄には「ローリングストック法」がおす
すめです。食材や加工品を普段から少し多めに買
い置き、使った分だけ買い足しておくことで、常
に一定量の食料を家に備蓄しておく方法です。

　　　　『ローリングストック法』で備蓄品の入れ替えを『ローリングストック法』で備蓄品の入れ替えを

　　　　『避難スイッチ』を設定する『避難スイッチ』を設定する

　『避難スイッチ』とは、避難のタイミ
ングを判断する基準となる情報です。
　『避難スイッチ』をあらかじめ一人一
人が持っておくことで、いざというと
きに速やかに避難できます。

避難に関する情報 気象警報（氾濫危険情報など）や町による
避難情報が出たとき

身近な異変
「普段水位が低い水路から水があふれて
いる」「裏山から腐った土の臭いがする」
など、日常と異なる変化に気付いたとき

人からの呼びかけ 近所の人に声を掛けられたり、遠方の家
族から避難を呼び掛ける電話がきたとき

　　　　『マイ・タイムライン』を作成するマイ・タイムライン』を作成する

　『マイ・タイムライン』は、台風の接近が予想
される場合などに、自分自身がとる防災行動を
時系列に整理した「個人避難行動計画」です。
　普段から災害時の行動を整理して一人一人の
個別プランを作成することが、いざというとき
に自分や家族の命を守ることにつながります。

国土交通省のサイト「Web
でマイ・タイムライン」で
も簡単に作成
できます。

どう行動するかを考え
ることが大切なんだね

　　　　　

　　　　

　　　　

い
非常

ノ

３つのスイッチ

一緒に一緒に
持ち出そう持ち出そう

広報かんら／2024.3.13



公立富岡総合病院（富岡市）
くすの木病院（藤岡市）
三愛会（高崎市）
黒沢病院附属
ヘルスパーククリニック（高崎市）
真木病院（高崎市）
日高病院（高崎市）
公立藤岡総合病院（藤岡市）

日帰り人間ドック（半日） ※３ 26,000円
日帰り人間ドック（１日） ※３ 37,000円
１泊２日人間ドック 42,000円
脳ドック ※４ 26,000円

※ ３　 日帰り人間ドックと同時に婦人科検診を受ける
場合は、子宮がん検診2,000円・乳がん検診（マ
ンモグラフィー）2,000円を加えて補助します。

※４　脳ドックは、脳のみの単独検査となります。

≪対象医療機関≫ ≪町が補助する金額≫

令
和
６
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
補
助
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
健
康
課
国
保
係
☎
(67）
５
１
７
２

　

町
で
は
毎
年
、
甘
楽
町
国
民
健
康
保

険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
検
診
費
補
助（
費
用
額
の
３
分
の
２

程
度
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
で

き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。甘

楽
町
国
民
健
康
保
険
の
人

①
35
歳
以
上
の
被
保
険
者（
※
１
）

②
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

③
国
保
が
実
施
す
る「
特
定
健
診
」や
町

が
実
施
す
る「
各
種
が
ん
検
診
」を
受

け
な
い
人（
※
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
人

①
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者（
※
１
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
人

③
町
が
実
施
す
る「
基
本
健
診
」や「
各

種
が
ん
検
診
」を
受
け
な
い
人（
※
２
）

※
１　

人
間
ド
ッ
ク
受
検
日
に
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
２　

人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込
ん
だ
場

合
、
人
間
ド
ッ
ク
が
優
先
さ
れ

町
の
検
診
な
ど
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
脳
ド
ッ
ク
の

み
を
申
し
込
ん
だ
人
は
、
町
の

検
診
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

　

郵
送
さ
れ
る
検
診
費
補
助
申
請
書

を
記
入
し
、
保
険
証
を
持
参
の
う
え
、

受
検
日
ま
で
に
健
康
課
国
保
係（
に
こ

に
こ
甘
楽
内
）で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
の
で
き
る
人

健
康
管
理
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

人
間
ド
ッ
ク
検
診

▼
自
己
負
担
額
は
３
分
の
１
程
度
で
す

　

行
政
区
は
、
町
と
連
携
し
て
地
域

で
活
動
す
る
自
治
組
織
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
中
心
的
な
担
い
手
で
す
。

　

住
民
同
士
の
親
睦
や
生
活
環
境
の

維
持
な
ど
の
自
主
活
動
の
ほ
か
災
害

時
や
高
齢
者
の
見
守
り
、
子
ど
も
の

安
全
対
策
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
頼
り
に
な
る
の
は
ご
近
所
の
助
け

合
い
で
す
。

　

行
政
区
の
活
動
に
参
加
し
て
ふ
れ

あ
い
の
輪
を
広
げ
、
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
主
な
活
動

　

環
境
美
化
、
防
災
活
動
、
防
犯
活

動
、
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
、
募
金
の
協
力
な
ど

▼
加
入
方
法

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
区
長
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
補
助
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
健
康
課
国
保
係
☎
(67）
５
１
７
２

▼
申
し
込
み
の
で
き
る
人

令
和
６
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
補
助
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
健
康
課
国
保
係
☎
(67）
５
１
７
２

▼
申
し
込
み
の
で
き
る
人

つながるつながる
地域の輪地域の輪

行政区へ行政区へ
加入しましょう加入しましょう
■ 総務課行政係 ☎74-3132

申
し
込
み
は

申
し
込
み
は

「
に
こ
に
こ
甘
楽
」へ

「
に
こ
に
こ
甘
楽
」へ

▼
申
し
込
み
方
法

▼
受
検
期
間

町政の動き
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新型コロナワクチン接種のお知らせ
■問い合わせ 新型コロナウイルス感染症予防対策室 ☎67-5159　FAX67-7066

■ 全額公費（無料）による接種は全額公費（無料）による接種は３月で終了３月で終了しますします

  ワクチン接種の予約方法ワクチン接種の予約方法
●接種相談・予約センター
　☎0120－500－662
　月～金曜日　午前９時～午後５時

●スマートフォン（LINE）
　 「富岡市公式LINEアカウント」を
友達登録してご利用ください。

 接種するには接種券が必要です。手元にない人は発行申請を

　以下のいずれかに該当する人は、ぐんま電子申請システム
または、にこにこ甘楽にて接種券の発行申請をしてください。
※ 申請書は町ホームページからダウンロードできます。郵送
などでも申請が可能です。

▶生後６ヶ月以上の人でお手元に接種券がない人
▶町に転入してきた人

•富岡保健福祉事務所 ☎0274-62-1541　平日８時30分～５時15分
•群馬県受診相談センター ☎0570-070-567　保健福祉事務所の対応外の時間
 （土日、祝日を含む）
•検査や診療を行っている医療機関は右の２次元コードからご確認ください→

ぐんま電子
申請システム→

接種を希望する人は早めの接種をご検討ください。
※接種は任意です。本人の意思に基づき接種を受けるか判断してください。

厚労省チラシ

 感染や受診の相談は　かかりつけ医や専門機関にご相談ください

 全額公費（無料）接種終了に伴うお知らせ

無料接種期間が３月で終了することに伴い、「相談・予約センター」や「接種証明書の
コンビニ交付」などの手続きが終了します。

※接種証明書の取得にはマイナンバーカードが必要です。

▶町では接種証明書の発行を継続します
　甘楽町役場の住民課とにこにこ甘楽内の健康課では引き続き接種証明書の発行を行います。
　ただし、令和６年３月以前の接種記録についての証明に限ります。

終了する施設・手続き 終了日時
接種相談・予約センター ３月29日（金）　午後５時
ぐんまワクチン手帳（令和６年１月31日接種分まで） ４月１日（月）　午前０時
コンビニのキオスク端末における接種証明書の発行（※） ３月31日（日）　午後11時
厚生労働省接種証明書アプリによる証明書の発行（※） ４月１日（月）　午前０時

富岡市LINE
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群
馬
県
は
、
県
土
の
３
分
の
２

を
森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。
豊
か

な
水
を
育
み
、
ま
た
災
害
を
防
止

す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
す
森

林
は
、
県
民
共
有
の
財
産
で
す
。

　

県
で
は
、
こ
の
大
切
な
森
林
を

守
り
育
て
、
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税

（
通
称
）」に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
も
本
事
業
を
活
用
し
た
里

山
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
善
慶
寺
地
区
の
竹
林
整
備
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
の
荒
廃

農
地
解
消
対
策
部
会（
田
村
英
志
部
会

長
）は
、
昨
年
10
月
か
ら
今
年
１
月
に

か
け
て「
一
斉
耕
起
の
日
」の
実
践
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
平
成
29
年
度
か
ら
始
ま

り
、
耕
作
放
棄
地
を
所
有
者
の
了
解
を

得
て
耕
作
可
能
な
農
地
に
再
生
し
、
借

り
手
に
耕
作
し
て
も
ら
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。

　

同
部
会
員
な
ど
28
人
が
参
加
し
た
今

回
の
一
斉
耕
起
で
は
、
草
刈
り
機
で
雑

草
を
刈
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
す
な
ど

の
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
小
幡
・
善
慶
寺
・
福

島
・
金
井
地
区
の
農
地
約
70
ａ（
５
筆
）

を
再
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

荒
廃
農
地
解
消
対
策
部
会
の
取
り
組
み

■
産
業
課
農
林
係
☎
(64）
８
３
１
９小幡地区善慶寺地区

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
を
活
用
し
た
荒
廃
林
整
備

■
産
業
課
農
林
係
☎
(64）
８
３
１
９

青少推

大
丈
夫　

あ
な
た
を
励
ま
す　

友
が
い
る　
　
　
　
　
（
甘
楽
中
１
年　

平
石
剛
輝
）

見
え
て
い
る
？　

画
面
の
向
こ
う
の　

そ
の
顔
が　
　
（
甘
楽
中
１
年　

小
菅　

凜
）

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が
令

和
４
年
度
に
募
集
し
た
「
少
年
の
日
」
標
語
の

優
秀
賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
４
年
度
・
敬
称
略
）

毎月
第１土曜日
少年の日

整備前整備前

整備後整備後

竹を伐採した
ら、見通しも良
くなったね

◀ 整備した善慶寺
地内の竹林（甘楽
ふるさと館に続
く町道）

▶「ぐんま緑の県民税」とは
　平成26年度から導入された群馬県の税
金です。現在の税額は、県民税均等割と
して年間一人700円です。
　県が行う森林整備事業に使われるほか、
地域の森林整備活動に取り組むボランテ
ィア団体などの活動支援や、市町村が税
収の一部を補助金として受け取り、荒廃
した里山や竹林の整備に活用しています。

「
一
斉
耕
起
の
日
」

「
一
斉
耕
起
の
日
」

ふ
く町

町政の動き
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　町発足65周年を記念して２月17日、町文
化会館でNHK公開番組「東京落語会」の収録
が行われました。
　「東京落語会」は、当代一流の落語家によ
る至芸を楽しむことができ、当日は事前の
抽選により当選した約400人の観客が来場
しました。収録が始まると、３人の落語家
による軽妙な話芸に引き込まれ、会場内は
笑いに包まれました。収録された番組は
NHK（Eテレ）「日本の話芸（日曜日・午後２
時）」で今月中に放送予定です。

町発足65周年記念事業

NHK公開番組「東京落語会」
収録が行われました

　　　　　　  ■ 企画課企画調整係 ☎74-3133

◀ 三遊亭遊雀 師匠
「四段目」

▲三遊亭笑遊 師匠
　「かんしゃく」

▲金原亭馬生 師匠
　「死神」
３月24日放送予定３月17日放送予定

３月31日放送予定

猪狩莉愛　石黒萌愛　伊藤直賢　上原莉音
牛木啓介　江川紗矢　江川真央　大河原惺那
太田倖菜　長田さな　長田ゆな　落合紗季
北村 匠　越陽向汰　齋藤紅羽　茂原洸貴
茂原智也　茂原悠真　髙橋 昊　田夛飛鳥
田村楓雅　田村唯都　田村優朱　富岡穂希
中野槇之介　橋本侑和　堀込岳琉　森田なの
矢島那奈　田村龍聖

秋山結星　淺香輝瑠　浅野友香　浅野蓮介
伊藤颯汰　大内志歩　金田圭吾　黒澤美琴
齋藤伊旺里　齋藤暖真　齊藤 湊　齋藤未羽
齊藤瑠海　髙井奈夏　髙橋美来乃　高橋琉生
田中伶樹　田村瑠斗　勅使川原惺
森田和華子 安井 湊　山口啓太　山田妃南莉

新井美琴　荒屋こころ　飯塚遥翔　板井莉衣咲
大河原結衣　岡本龍登　小瀬曉人　金田彩那
鎌田千里　神戸知久　黒澤 陽　越田星那
斎藤真優　田沼遼斗　田村紗栄　寺西誠十郎
堀越琥大郎　山﨑正翔　山田りな　吉田 翔
吉田羽希　吉田眞子

福島小学校（23人）

新屋小学校（22人）

小幡小学校（30人）

小学校６年生 むし歯ゼロおめでとう

健康な歯は財産

　乳歯にも永久歯にもむし歯のない小学６年
生を表彰しました。表彰児童は75人で、６年
生の76.5％でした（前年度は64.6％）。
　健康な歯は財産です。これからも管理を続
け、歯を大事にしましょう。（順不同・敬称略）

歯磨きカレンダーを作成した小幡小学校保健委員

放送が楽しみだね
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区　　分 金　　額 町民１人当たり
道路、公園、下水道などにかかる費用 ６億3,400万円 50,313円
学校、体育振興、文化などにかかる費用 ６億4,300万円 51,028円
子ども、高齢者、障がい者などにかかる費用 19億5,500万円 155,146円
健康づくり、ごみ処理などにかかる費用 ５億4,200万円 43,012円
農業、商工業、観光振興などにかかる費用 ８億1,900万円 64,995円
災害、消防団、常備消防などにかかる費用 ２億9,700万円 23,570円
庁舎等財産管理、交通、防犯、選挙などにかかる費用 ９億9,600万円 79,041円
議会運営、町債利息などにかかる費用 8,000万円 6,349円
AA 経常行政コスト（上記の合計） 59億6,600万円
BB 経常収益合計（使用料・手数料など） ３億5,800万円
CC 臨時損失 100万円
　 純行政コスト(A－B＋C） 56億  900万円 44,512円

行政コスト計算書

純資産変動計算書

①貸借対照表の純資産に計
上されている各数値が１年間
でどのように変動したかを表
しています。

　１年間の行政活動の
うち、福祉活動やごみ
収集など資産形成に結
びつかない行政サービ
スに係る経費と、その
行政サービスの直接の
対価として得られた財
源（使用料・手数料な
ど）を対比させた財務
書類です。

純資産合計
 期首（３年度末）純資産残高 185億  600万円
　 純行政コスト △56億  900万円
　 一般財源（町税、地方交付税など） 39億6,000万円
　 補助金など 13億7,600万円
　資産評価差額・無償所管換等・その他 △7,300万円
 期末（４年度末）純資産残高 181億6,000万円

４つの財務書類の分析結果 さまざまな指標を算出することで、町の財政状況を分析することができます。

指　標 数　値
（前年比） 分　析

純資産比率
（将来返済しなくてよい財産）
【適正値：60～90％】

74.8％
（0.5％）

町が所有している固定資産、基金などの資産と将来返済が
必要な公債などの負債についてのバランスは現状問題がな
く、将来世代に利用可能な資源を残すことができています。

社会資本形成の将来世代負担率
【適正値：10～40％】

12.7％
（△0.2％）

借金の適正な返済ができているため、現世代と将来世代の
負担の比重に大きな差異は生じていません。

資産老朽化比率
【適正値：35～50％】

63.9％
（1.9％）

施設など固定資産の老朽化は前年よりも進んでおり、取得
時よりも価値が６割減少していることを意味しています。

町民１人当たりの資産額 193万円
（△２万円）

施設の価値が減価償却により減少している一方、施設の更
新も行っているため、前年とほぼ同じ水準となっています。

町民１人当たりの負債額 48万円
（△２万円）

新しい借金が増えましたが、返済も適正に行っているため、
前年とほぼ同じ水準となっています。

町民１人当たりの行政コスト 45万円
（１万円）

同規模の自治体では50万円が平均値であり、コストを抑え
つつ行政サービスの提供できています。

町債の償還可能年数
【適正値：10年未満】

12.0年
（3.4年）

近年は借金による固定資産の取得が増加していますが、町
の返済能力に問題はありません。

受益者負担の割合
【適正値：２～８％】

6.0％
（1.9％）

町施設について、利用者から適正な使用料・負担金を得る
ことで、施設の運営管理が実施できています。

３

４

令和４年度は、一般財源と
補助金などが減少したため、

純資産が3億4,600万円減少し
ました。

町政の動き
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区　　　分 金　　額
① 業務活動収支額【プラスが適正】 ４億1,800万円
② 投資活動収支額【マイナスが適正】 △6,700万円
③ 財務活動収支額【マイナスが適正】 △３億2,300万円
④ ４年度歳計現金増減額（①＋②＋③） 2,800万円
⑤ 期首歳計現金残高 ３億6,800万円

期末歳計現金残高（④＋⑤） 3億9,600万円

借　　　方 貸　　　方

資 産 の 部 負 債 の 部
　町が所有している資産総額です。道路・公園など
の公共資産と現金預金などがあります。

【内訳】
１．公共資産 198億7,800万円    道路、橋梁、公園、学校

など
２．投資など　19億3,500万円　 出資金や学校建築基金

などの特定目的基金
３．流動資産　24億5,700万円　 現金、財政調整基金、

未収金など

　　　うち、歳計現金　　３億9,600万円

　将来、支払い義務が発生するもので、ほとんどが町
債です。「将来世代が負担する部分」ともいえます。

　　　　負債合計　　　61億1,000万円

純資産の部
　資産と負債の差額で、住民サービスを提供するため
の財産を取得した財源のうち、「今までの世代が負担し
た部分」ともいえます。

　　　　純資産合計　　　181億6,000万円

資産合計　　242億7,000万円 負債・純資産合計　　242億7,000万円

■ 問い合わせ　企画課財政係 ☎74-3134

貸借対照表（バランスシート）

　町がサービスを提供するために保有している財産（資産）と、その資産を
どのような財源（負債・純資産）でまかなってきたかを対照表で示したものです。

資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）

　１年間の現金の流れを性質の異なる
３つの区分に分けて表したものです。

１人当たりに換算すると…

●町民1人当たりの資産193万円、負債48万円

①業務活動…継続的な行政サービス
②投資活動…資産形成・貸付金など
③財務活動…地方債の借り入れや返済など

令和４年度決算に基づく一般会計

「４つの財務書類」を公表します
統一的な基準による

 詳しい内容は町
ホームページ
をご覧ください

１人当たりの資産・負債は前年とほぼ同額の水準で推移しています。

１

２

①～④の表を活用し、
町の財政分析に努めます。
右ページ「財務書類の分
析結果」をご覧ください。

資産合計　242億7,000万円
12,601人（令和５年１月１日人口）

負債合計  61億1,000万円
12,601人

負債が資産を上回ると
「債務超過」となり、不健

全な財政状況を意味します。
町の負債は、資産の25.2％
程度で【健全】といえます。

①＋②＋③＞0ならば、良好な運営
を意味します。令和４年度歳計現金

増減額は、2,800万円で【健全】といえます。
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①  インスタグラムの公式アプリをダウン
ロードし、自分の公開アカウントを作成

11月１日（金）～11月29日（金）

　四季折々の自然風景や観光スポット、イベントなど、町の魅力を最大限に伝
えることができる素材であれば何でもOK！町の観光ＰＲに活用でき、パンフ
レットやポスターなどに利用できる作品を募集します。

募集
期間

最優秀賞…１作品
優秀賞……７作品

表彰
内容

両部門ともに
詳しくはこちら

2024甘楽町
フォトコンテスト

Instagram▶

■  産業課観光フォトコンテスト係（商工観光係） ☎64-8320

プリント写真部門プリント写真部門 インスタグラム部門インスタグラム部門

３月１日（金）～11月29日（金）
　プリントした作品を下記へ持参または郵
送にて応募ください。作品の裏面に必要事項
を記載した応募用紙を貼り付けてください。

〒370－2292
甘楽町大字小幡161-1
甘楽町産業課　観光フォトコンテスト係

募集
期間

②  町公式アカウント「＠kanra_kankou」
をフォロー

③  写真にハッシュタグ「＃かんらフォトコ
ン2024」を付けて投稿（作品タイトル、
撮影場所、撮影日時も忘れず記載してく
ださい）

最優秀賞…１作品
優秀賞……７作品

表彰
内容

入賞者には
素敵な賞品
を用意して
いるよ！

氏　名 夫
妻 地　区

峯岸 友光
貞子 天引

海津 國二郎
あい子 白倉

　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　結婚50周年（金婚式）を迎えたご夫婦に
慶祝状と記念品を贈呈しました。

■ 福祉課福祉係 ☎67-5162

～ おめでとうございます ～
慶祝状は、額（左）と写真たて（右）
のいずれかを選べます。

令
和
六
年
二
月
一
日

令
和
六
年
二
月
一
日

光観
65周年記念事業

　町内に引き続き５年以上お住ま
いのご夫婦で、婚姻の届出後50年
が経過した日以後、いつでも申請
することができます。

募 集

町政の動き
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環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ
■ 住民課環境係 ☎64-8315

vol.165

※ すでに環境美化推進員に登録し活動している人の中で、反射ベストを希望される人は、
環境係までご連絡ください。

今年から、環境美化推進員の腕章は、今年から、環境美化推進員の腕章は、反射ベスト反射ベストに変わります。に変わります。

町ホームページ

　町では、環境への意識の高揚を図り、地域の環境保全・美化を目的
として活動していただける環境美化推進員を募集しています。

いつ活動をすればいいの？ 都合の良いときでいいよ！散歩やジョギング中とか！
何をすればいいの？

ごみ拾いや美化活動に関するこ
とならなんでもOK！
ごみの分別の手伝い、不法投棄
の発見・通報、犬などの糞の処
理や注意指導など。

環境美化推進員の活動ってなぁ～に？

環境係まで、お気軽にご連絡ください。登録申し込みは…

◎ 環境美化推進員に登録いただいた人には、反射ベ
ストをお渡しします。

◎ 活動時に、反射ベストを着用していだくことにより、
周りの人の協力を得たり環境への意識を広めるこ
とができます。

あなたも環境ボランティアに参加してみませんか！あなたも環境ボランティアに参加してみませんか！

※ 活動に対して、報酬や金品などの支給はありませんが、活動中のけがに対する
保険は町で加入しています。
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新
屋
小
学
校
の
北
側
、
県
道
金

井
小
幡
線
沿
い
に
令
和
４
年
10
月

オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
、
コ
ッ
ペ
パ

ン
サ
ン
ド
専
門
店「
は
る
の
ぱ
ん
」。

　

お
店
の
ロ
ゴ
が
焼
印
さ
れ
た
デ

ザ
ー
ト
系
や
惣
菜
系
の
コ
ッ
ペ
パ

ン
が
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
並
び
、
そ

の
奥
か
ら
笑
顔
を
見
せ
る
の
は
店

主
の
松
井
千
春
さ
ん
。
元
々
、
料

理
好
き
で
前
職
は
調
理
の
仕
事
を

し
て
い
た
松
井
さ
ん
は「
と
に
か

く
お
店
を
や
っ
て
み
た
い
」と
開

業
を
決
意
。「
以
前
こ
の
場
所
に
文

房
具
店
が
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
る
地
域
の
人
も
多
く
私
も
そ
の

一
人
で
、
あ
の
頃
の
に
ぎ
わ
い
を

蘇
ら
せ
た
い
と
思
い
立
ち
ま
し

た
」と
明
る
く
話
し
ま
す
。
そ
の

優
し
い
笑
顔
と
は
裏
腹
に
当
初
は

前
職
と
お
店
の
二
刀
流
を
し
て
い

た
と
い
う
努
力
家
の
一
面
も
。

　

甘
さ
控
え
め
の
自
家
製
あ
ん
こ

を
始
め
、
具
材
の
試
作
品
は
家
族

が
試
食
。「
家
族
の
批
評
を
受
け
合

格
し
た
物
を
店
頭
に
並
べ
て
い
ま

す
。
ロ
ゴ
も
家
族
が
デ
ザ
イ
ン
し

て
く
れ
ま
し
た
」と
家
族
の
応
援

を
力
に
代
え
て
い
ま
す
。

　

店
頭
で
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も

考
え
て『
パ
ン
屋
で
揃
う
お
手
軽

ラ
ン
チ
』を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ス
ー

プ
や
惣
菜
、
ス
イ
ー
ツ
も
日
替
わ

り
で
販
売
。
子
ど
も
た
ち
に
は
ド

リ
ン
ク
や
ア
イ
ス
も
人
気
で
す
。

　

お
客
さ
ん
は
通
勤
時
や
散
歩
の

途
中
、
子
ど
も
の
送
迎
時
に
立
ち

寄
る
人
、
近
く
の
学
校
の
先
生
や

中
に
は
一
人
で
買
い
に
来
る
小
さ

な
子
の
姿
も
。
多
く
の
人
が
気
軽

に
訪
れ
ま
す
。「
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し

に
楽
し
く
世
間
話
を
し
て
い
く
人
、

入
口
の
段
差
を
何
も
言
わ
ず
に
直

し
て
く
れ
る
人
も
い
て
、
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
て

い
ま
す
」と
表
情
を
緩
め
ま
す
。

　
「
お
腹
も
心
も
満
た
さ
れ
る
、

そ
ん
な
お
客
様
の
ひ
と
と
き
を
作

り
た
い
」と
話
す
松
井
さ
ん
の
視

線
の
先
に
は
、
店
前
を
散
歩
す
る

人
が
手
を
振
り
通
り
過
ぎ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
光
景
は
す
で
に
地
域

の
人
の〝
拠
り
所
〞と
な
っ
た
証
。

「
自
分
の
お
店
も
か
つ
て
の
文
房

具
店
と
同
じ
よ
う
に
い
つ
ま
で
も

愛
さ
れ
る
お
店
に
し
た
い
」と
、

は
に
か
み
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

ふるさとづくり寄附金
事業の区分 氏　　　名 金　額

健康増進及び福祉の向上に関する事業 設楽昌博（高崎市） 150,000円

教育・文化・スポーツ活動の充実に関する事業 設楽洋子（高崎市） 50,000円

（２月15日入金確認まで。敬称略・公表希望のみ掲載）

●●● 善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします ●●●

り
ら
き

甘
楽
人

―
こ
の
地
で
輝
く
―
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

か
ん
ら
び
と

file 6

はるのぱん
松井 千春さん

笑顔に人が集まる場所

松井さんの活躍は
こちらをご覧ください→

12広報かんら／2024.3.1



●● 甘楽町文化会館からのお知らせ ●●

加入種別 対象者 届出が必要な場合 届出先

第１号
被保険者

自営業者、学生、
無職の人など

厚生年金に加入していた人が
退職したとき（扶養されてい
た配偶者含む）

住民係へ
届出

第２号
被保険者

会社員など厚
生年金に加入
している人

第１号被保険者または第３号
被保険者が就職して厚生年金
に加入したとき

本人の勤め
先および住
民係へ届出

第３号
被保険者

第２号被保険
者に扶養され
ている配偶者

 20歳以上の人で厚生年金に
加入している配偶者に扶養さ
れるようになったとき

配偶者の勤
め先へ届出

年
金
の
届
出
が
必
要
な
と
き

年
金
の
届
出
が
必
要
な
と
き

　

国
民
年
金
被
保
険
者
に
は
、
職
業
な

ど
に
よ
っ
て
３
つ
の
種
別
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
違
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ  

■
住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
、
満
額
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
納
付
済
期

間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
と
免
除
期
間
な
ど
を
合
わ
せ

て
10
年
以
上
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
は
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
外
国
に
居
住
す
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
人
の

人
も
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■  

問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所

☎
０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９

任
意
加
入
制
度
の
ご
案
内

鼓 童 ～ONE EARTH TOUR 2024～

■ 問い合わせ　町文化会館 ☎74-7000
　 　 k-bunka@town.kanra.lg.jp

    月　   　   日（火）

午後６時30分開演（午後６時開場）
甘楽町文化会館

一 般：5,000円

高校生以下：3,000円

　　月　　日（日）

友の会員：午前９時～ ／ 一般：午後１時～

電話予約：午後３時～

※未就学児の入場はご遠慮ください。

町発足65周年記念事業町発足65周年記念事業

（当日券500円増し）

が
で

所

チケット発売開始

５５ 2121

全席指定

3 10

日　時

会　場

入場料

広報かんら／2024.3.113



社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより 第174回
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　『誰もがつながり支え合う地域福祉のまち』を目指し、地域福祉の充実を図
る本会活動にご賛同くださった皆さまにご加入いただきました。
　一般会員（500円）3,890世帯1,945,000円、特別会員（2,000円）14人28,000円、
賛助会員（5,000円）148口740,000円、合計で2,713,000円となりました。
　なお、賛助会員の加入状況は次のとおりです。（敬称略・順不同）

費の納入
ありがとう
ございました

会

（株）登喜和製作所 （株）モテキ・インダストリィズ しののめ信用金庫小幡支店
（有）昭和観光 （医）まつだ会 カズデンタルオフィス（有）山田水道設備
（株）ヨコオデイリーフーズ （有）細谷製作所 （有）富田製麺
（株）タナカ精機 （有）高橋精機製作所 甘楽金属工業（株）
（有）滝上工業 （株）中野建業 田村商事（有）
（有）吉田精機 カーサービスヨシダ 松井木材（株）
（株）三山精機 コアブレーン（有） （株）甘楽小林製作所
（株）山啓建設 甘楽営業所 （株）大野製作所 （有）金田自動車
（有）恵　グループホームめぐみ （有）穂高建設 松田精工（株）
（有）沢田製作所 内藤建設（株） （株）金田商店
（有）甘楽庵山ぐち 群馬県信用組合甘楽町支店 （有）西毛リースキン
（有）山内製作所 （有）小田倉生花店 （株）マツダ
（医）翠仁会 安藤医院 奥村クリニック ふくしま町歯科クリニック
アクトレス（有） （有）清水電気 （有）松井運輸
（有）スミヤ測量 （有）モン・レーブ （税）プロスタッフ 和
（株）古舘建設 （株）佐俣左工 （社）かんら会
聖徳銘醸（株） （有）山田電機 富岡製材協同組合
（有）大類設備工業所 （有）高島建鉄 吉田機械工業（株）
（有）小金澤アルミ建材 （株）コルノマカロニープロダクトセンター（医）小河原会 こがはらクリニック
鈴木燃料（株）甘楽町給油所 （有）横山研磨工業 （有）峯岸設備工業
（有）山﨑自動車 （株）菓子工房こまつや 河原建設（株）
中嶋工業（株） 神沢ゴム工業（有） （医）原医院
原歯科医院 星合成（株） （株）桜井建材
（株）マンナンライフ〔富岡市〕 タルヤ建設（株）〔富岡市〕 湯井電気（株）〔富岡市〕
熊井戸工業（株）〔高崎市〕 （有）土屋医療器械店〔高崎市〕 （有）群馬ナブコ〔高崎市〕
（株）オーテック環境システム事業部 
　　北関東支店〔高崎市〕

（株）梶建築設計事務所
　　前橋建築事務所〔前橋市〕

三和シャッター工業（株）
群馬メンテサービスセンター〔前橋市〕

合計78事業所（町内69事業所／町外９事業所）
※上記のほか、匿名にてご加入いただいた会員もいます。

○赤い羽根共同募金
募 金 方 法 件 数（件） 募 金 額（円）
戸 別 募 金 3,889 1,555,600
学 校 募 金 ２ 19,921
その他募金 ３ 3,941
合　計 3,894 1,579,462

○地域歳末たすけあい募金
募 金 方 法 件 数（件） 募 金 額（円）
戸 別 募 金 3,874 1,937,000
職 域 募 金 １ 6,500
その他募金 ４ 110,000
合　計 3,879 2,053,500

　昨年10月～12月までの３カ月間、共同募金運動
（赤い羽根共同募金・地域歳末たすけあい募金）に
多くの皆さまにご協力いただき、ありがとうござ
いました。募金総額は3,632,962円となりました。
内訳は次のとおりです。

共　    同募金運動
『じぶんの町をよくするしくみ！』



社会福祉協議会 74-5700
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赤い羽根共同募金

●新屋小学校児童会 13,424円
●福島小学校児童会 6,497円
※ ボランティア活動、ひとり親家庭などへ配分

～善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします～

●富岡甘楽妙義仏教会（見澤清芳会長） 70,000円
●河原建設株式会社（河原茂夫代表） 30,000円
●富岡消防署甘楽分署（田村一光分署長） 6,500円
●甘楽町商工会青年部（山﨑雄大部長） 5,000円
●甘楽町商工会女性部（新井鳴美部長） 5,000円
※ 自立支援世帯、在宅の重度障がい者などへ配分

地域歳末たすけあい募金

甘楽中生徒会の皆さん

「心配ごと相談」のお知らせ
相談日
３月12日（火）・３月26日（火）
４月10日（水）・４月25日（木）
５月10日（金）・５月28日（火）

● 場所　甘楽町公民館
● 時間　午後１時～３時
● 日程　毎月２回 　※ 日程は町民カレンダーにも

掲載してあります。

●金井 清（小幡） 不織布マスク　1,000枚
※デイサービスセンターで使用します。

寄付物品

能登半島地震義援金

●甘楽中学校生徒会 194,848円
●フォークダンス茶々ⅠⅡⅢ 20,000円
※ 日本赤十字社を通じ被災地に送られます。

商
工
会
女
性
部

▶11月12日、会員18人が参加した地域防災訓練
では、自衛隊と連係し、「おにぎり」と「とん汁」の
炊き出し325食分を作り参加者へ配布しました。

▶11月15日、楽山園および甘楽ふるさと館で西
部ブロック研修会を開催しました。各市町村か
ら60人の会員が集まり観光案内人による楽山園
の紹介、甘楽ふるさと館に移動し自然塾寺子屋
の矢島理事長の講演と会食で交流を深めました。
▶11月29日、文化会館で研修会を開催し、会員
や一般参加者など約120人が参加しました。ＮＰ
Ｏ法人アパリ藤岡ダルク（依存症リハビリ施設）
のスタッフの平田稔さんと入寮者2人による講演
が「薬物依存症ってどんな病気？～藤岡ダルクの
取り組みと回復支援～」をテーマに行われました。
また、入寮者10人による沖縄の伝統芸能「エイサ
ー（琉球太鼓）」の演舞も披露されました。

ボランティア連絡協議会ボランティア連絡協議会
～ 活動紹介 ～～ 活動紹介 ～

善意の紹介（敬称略・順不同）
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一
年
間
を
振
り
返
っ
て

甘
楽
中
学
校
の
取
り
組
み

甘楽中学校
校 長 井上高広
生 徒 303人

　

今
年
度
は
前
回
11
月
号
で
紹
介
し
た
修
学
旅
行
が
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様
に
実
施
で
き
た

よ
う
に
、
陸
上
大
会
・
合
唱
大
会
・
バ
ザ
ー
・
中
体
連
の
各
種
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
行
事
が
復
活
し
た
と
は
い

え
、
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
は
や
る
こ
と

も
あ
る
中
、
生
徒
た
ち
は
ど
ん
な
思
い

を
抱
い
た
の
か
、
中
学
生
の
正
直
な
思

い
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
組　

植
松
結
希
歩

　

学
校
行
事
を
通
し
て
、
ク
ラ
ス
全
員

の
心
を
一
つ
に
し
て
挑
み
、
一
つ
の
目

標
に
向
か
っ
て
共
に
努
力
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
に
気
付
け
ま
し
た
。
み
ん
な
と

最
高
な
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
、

良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
あ

ふ
れ
る
時
間
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
。

ニ
組　

鈴
木
富
也

　

こ
の
一
年
間
で
成
長
し
た
こ
と
は
、

ク
ラ
ス
の
団
結
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
で

す
。特
に
陸
上
大
会
や
合
唱
大
会
で
は
、

他
の
ク
ラ
ス
に
負
け
な
い
よ
う
に
励
ま

し
合
い
、
ク
ラ
ス
の
絆
も
深
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
し
い
環
境
の
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
一
年
間
で
し
た
。

三
組　

篠
原
理
織

　

私
は
こ
の
一
年
を
通
し
て
、
仲
間
の

大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
年
三
組
で
力
を
合
わ
せ
、
ク
ラ

ス
全
体
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
合
唱
大

会
が
最
高
の
思
い
出
で
す
。
仲
間
と
共

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
組　

渡
邊
惺
矢

　

僕
が
こ
の
一
年
間
で
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
行
事
は
、
陸
上
大
会
で

す
。
二
年
一
組
が
一
致
団
結
し
て
、
一

生
懸
命
頑
張
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
み
ん
な
が
同
じ
目
標
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
み
、
と
て
も
楽
し
く
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。

二
組　

金
田
歩
奈

　

私
は
県
中
体
連
新
人
剣
道
大
会
に
個

人
と
団
体
と
も
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
あ
ま
り

練
習
が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
集
中
し

短
時
間
の
練
習
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
県
大
会
出
場
を
決
め
、
仲

間
と
泣
き
な
が
ら
喜
び
、
良
い
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。

三
組　

松
井
娃
利

私
が
一
年
間
で
特
に
思
い
出
に
残
っ

た
行
事
は
、
P
T
A
バ
ザ
ー
で
す
。
初

め
て
売
る
側
と
し
て
参
加
し
、
自
分
達

が
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で

お
礼
の
手
紙
を
書
き
、
感
謝
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

四
組　

松
井
望
音

　

こ
の
一
年
は
コ
ロ
ナ
の
制
限
も
少
な

く
な
り
、
あ
る
程
度
の
自
由
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
今
年
初
め
て
の
経
験

と
な
っ
た
バ
ザ
ー
で
は
、
普
段
の
学
校

生
活
で
は
学
べ
な
い
、
商
売
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
か
ら
社
会
性
を
学
べ

た
の
で
、
す
ご
く
い
い
経
験
が
で
き
ま

し
た
。

多
く

二
年
生

一
年
生

16
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今
年
度
か
ら
甘
楽
中
学
校
に

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
う

普
段
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
に「
ど

ん
な
仕
事
だ
ろ
う
」と
思
わ
れ
る

人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
こ
で
、「
ス

ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー（
以
下
Ｓ
Ｓ

Ｗ
）と
は
、
ど
の

よ
う
な
仕
事
な

の
か
。
皆
さ
ん

の
生
活
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ

て
く
る
の
か
」に
つ
い
て
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
は
、「
生
徒
の
福
祉

的
支
援
」を
担
う
の
が
主
な
役
割

で
す
。
困
り
ご
と
の
問
題
解
決
に

向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
機
関

に
つ
な
ぐ
の
も
仕
事
の
一
つ
で

す
。
例
え
ば
、「
子
ど
も
食
堂
」の

よ
う
な
地
域
の
大
人
と
子
ど
も

た
ち
が
出
会
い
、
共
に
支
え
合
う

場
所
が
あ
る
こ
と
は
、
地
域
の

未
来
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
日
常
的

に
関
わ
り
を
持
て
る
場
所
が
あ

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
困
っ

た
時
に
必
要
な
助
け
を
求
め
る

場
所
に
な
る
な
ど
、
地
域
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
も
機
能

し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
日
常
的
に

ヘ
ル
プ
が
出
せ
る
場
が
あ
る
こ

と
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な

く
全
て
の
人
に

と
っ
て
必
要
な

場
所
に
な
っ
て

い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

防
災
の
拠
点
に

も
な
り
得
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
社
会
的
資
源
を

ど
う
作
り
、
生
か
し
て
い
く
の
か

を
考
え
る
の
も
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
大
事

な
役
割
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
子
ど

も
た
ち
が
活
動
す
る
場
に
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
新
た
な
つ
な
が
り
が
、
新

た
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
は
自
立
の
第
一歩

　
　

一
組　

恩
幣
陽
菜

　

私
た
ち
が
一
年
間
を
通
し
て
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
合
唱
大
会
で

す
。
目
標
と
し
て
い
た
三
冠
は
と
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ク
ラ
ス
で
一
つ
の
目

標
に
向
か
い
協
力
し
合
っ
た
こ
と
で
、

ク
ラ
ス
の
絆
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

卒
業
ま
で
の
残
り
少
な
い
時
間
で
、
三

年
一
組
の
最
高
な
仲
間
た
ち
と
一
生
の

思
い
出
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

二
組　

野
口
佳
祐

　

一
年
間
を
振
り
返
っ
て
心
に
残
っ
た

こ
と
は
、
陸
上
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と

で
す
。み
ん
な
で
頑
張
っ
て
練
習
し
て
、

長
縄
と
総
合
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
も
あ
り
練

習
が
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
少
な
い

時
間
を
ク
ラ
ス
全
員
で
声
か
け
な
ど
を

し
な
が
ら
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
最
後

の
陸
上
大
会
で
良
い
思
い
出
が
作
れ
ま

し
た
。

三
組　

吉
田
旺
介

　

こ
の
一
年
間
で
陸
上
大
会
が
一
番
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
僕
は
走
り
高
跳
び

と
選
抜
リ
レ
ー
に
出
場
し
ま
し
た
。
高

跳
び
で
は
、
大
勢
の
人
に
見
守
っ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
一
位
に
な
る
こ
と
が
で

き
、
自
己
ベ
ス
ト
も
更
新
で
き
ま
し
た
。

リ
レ
ー
で
は
惜
し
く
も
二
位
で
し
た
が
、

全
力
で
走
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

教育相談室教育相談室
◆問い合わせ・相談申込◆問い合わせ・相談申込
学校教育係☎（64）8323学校教育係☎（64）8323
福島小言語指導教室福島小言語指導教室
☎090（2238）8704☎090（2238）8704

三
年
生
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総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

　町子ども会上毛かるた大会（子ども会育成会連
絡協議会・教育委員会主催）が１月14日、ら・
ら・かんらで開かれました。選手たちは練習の
成果を発揮し、集中力を研ぎ澄まして絵札を取
り合いました。
　同月28日に行われた郡大会でも熱戦が繰り広
げられ、優勝した団体・個人は２月12日に行わ
れた県大会に出場しました。町、郡大会の結果
は下記のとおりです。（敬称略）

【団　体】
優　勝　若草子ども会（新屋）
準優勝　城町子ども会（小幡）
【個　人】　
優　勝　久保田航生（若草子ども会：新屋）
準優勝　山崎葵唯（国峰・善慶寺子ども会：小幡）
第３位　田村海都（町子ども会：小幡）

【団 体】

町大会・小学校低学年の部
【団　体】
優　勝　城町子ども会（小幡）
準優勝　若草子ども会（新屋）
第３位　町子ども会（小幡）
【個　人】
優　勝　押野陽菜（若草子ども会：新屋）
準優勝　江川真央（国峰・善慶寺子ども会：小幡）

【団 体】

町大会・小学校高学年の部

畳の上の真剣勝負　上毛かるた大会の上の真剣勝負　上毛かるた大会

【団　体】優　勝　若草子ども会
【個　人】優　勝　久保田航生
　　　　準優勝　山崎葵唯

【【 体体】優】優 勝勝 若若草子草子どもども会会

郡大会・小学校低学年の部

【団　体】準優勝　若草子ども会
【個　人】優　勝　押野陽菜
　　　　準優勝　江川真央

【 】 ど

郡大会・小学校高学年の部

　ぐんまこどもの国児童会館の移動児童館ヒーローショー
「夢

ム

適
テキ

ヒーロー」が２月17日、小幡小学校体育館で開催さ
れました。
　食べ残された野菜が悪役の怪人となって現れ、仲間たち
が次々に嫌いな野菜に代えられていってしまう展開に、嫌
いな野菜がないヒーロー“風天狗リューマイン”が怪人を倒
すというストーリー。子どもたちはヒーローのピンチに「が
んばれー」と元気いっぱいに声援を送り、目の前で繰り広
げられる戦いに魅了されていました。ショーの後にはヒー
ローと握手をしたり一緒に写真を撮る姿がありました。

子どもたちが熱い声援　ヒーローショー

「嫌いな野菜も少しずつ食べよう」と呼び掛けるヒーロー

町大会で入賞した皆さん
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　町文化財保護係は、１月から２月にかけ除村和子さん（藤岡市・上野
出身）と宮寺清江さん（藤岡市）を講師に迎え、日本遺産「かかあ天下ーぐ
んまの絹物語ー」の出前講座を町内の小学４年生を対象に行いました。
　講座では、町にある日本遺産の構成文化財を通じ町がかつて養蚕が
盛んだったことなどを紹介。その後、繭から生糸をとる「座繰り」体験や、
普段触れる機会のない繭を使ったクラフトづくりに挑戦しました。
　児童たちは「座繰りは左右の手が違う動きをするので難しかった」「生
糸は強くて全然切れないのに驚いた」と感想を話し、除村さんは「皆さ
んが養蚕や製糸について学んだことを他の人にも伝えて広めていって
ください」と締めくくりました。

絹産業と町の歴史を知る　座繰り体験

交通安全推進に尽力　吉田さん
　群馬県交通安全大会が２月13日、伊勢崎市境総合文化センターで開かれ、
交通指導員として5年以上にわたり継続して活動されている吉田正美さん
（白倉）に群馬県知事から感謝状が贈られました。
　町では、現在10人の交通指導員（飯塚 章隊長）が災害発生時や各種イベン
トなどの際に、交通秩序の保持と事故防止のための指導を行っており、交通
安全運動期間などには街頭に立って町民の皆さんの安全を守るために活躍さ
れています。

　町自衛隊入隊者激励会が２月19日、公民館で開かれ、
茂原町長や自衛隊関係者が春からの入隊を予定している
清水択真さん（善慶寺）の門出を祝い激励しました。
　陸上自衛隊に入隊予定の清水さんは「誰かを助けられ
る存在になりたいと思い自衛官を志願しました。町の代
表として精一杯頑張ってきます」と力強く語りました。
　清水さんは４月から前期、後期に分かれた約６カ月間
の教育訓練などを受けた後、部隊に配属されます。

右
手
で
繭
の
入
っ
た
鍋
を
か
き
混
ぜ
糸
を
た

ぐ
り
、
左
手
で
歯
車
を
回
し
糸
枠
に
糸
を
巻

き
取
る
座
繰
り
を
体
験
す
る
福
島
小
児
童

決意を胸に自衛隊入隊　清水さん意を胸に自衛隊入隊　清水さん

激励を受ける清水さん（中央）

繭の形や質感を生かした繭の形や質感を生かした
クラフトづくりを楽しむ新屋小児童クラフトづくりを楽しむ新屋小児童巻き取った生糸の仕上がりを巻き取った生糸の仕上がりを

確認する小幡小児童確認する小幡小児童
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黒金魚
対人関係の
ストレス

ねこ
社会的な
ストレス

赤金魚
自分自身の
ストレス

水槽のヒビ
住環境の
ストレス

水の透明度
落ち込み度

石
その他のストレス

結果画面（例）

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す■健

康
課
保
健
係
☎
(67）
５
１
５
９

保
健
師
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス　
　
　
　
　
　
　

　

３
月
は
就
職
や
転
勤
、
転
居

な
ど
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
時
期
で
す
。
そ
れ
に
伴
い

自
殺
者
数
が
増
え
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
で

は
３
月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間

と
し
て
定
め
、
対
策
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
そ
の
多
く
が「
追
い

込
ま
れ
た
末
の
死
」で
す
。
心

の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
自
殺

の
背
景
に
は
過
労
、生
活
困
窮
、

育
児
や
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や

孤
立
な
ど
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

多
く
は
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
社

会
的
問
題
で
す
。
自
殺
は
社
会

の
努
力
で
避
け
る
こ
と
の
で
き

る
死
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
精
神
面
だ
け
で

な
く
、
体
や
日
常
生
活
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

不
調
に
気
づ
い
た
ら
、
早
め
に

セ
ル
フ
ケ
ア
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

◆
セ
ル
フ
ケ
ア
の
例

・
十
分
な
休
養
を
と
る

・
適
度
な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
と
る

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
を

つ
く
る（
趣
味
・
入
浴
・
音

楽
を
聴
く
な
ど
）

　

も
し
も
、
あ
な
た
の
身
近
な

人
が
元
気
が
な
い
、
た
め
息
が

目
立
つ
、
口
数
が
減
っ
た
な
ど

い
つ
も
と
様
子
が
違
っ
て
い
た

ら
、ま
ず
は
勇
気
を
持
っ
て「
ど

う
し
た
の
？
」「
よ
く
眠
れ
て
い

る
？
」な
ど
と
声
を
掛
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
悩
み
を

話
し
て
く
れ
た
ら
、
励
ま
し
た

り
否
定
せ
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
話

を
聞
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

必
要
に
応
じ
て
専
門
の
相
談
機

関
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

連載
№165

　
「
絶
対
に
儲
か
る
」「
あ
な
た

に
だ
け
教
え
ま
す
」と
い
っ
た

甘
い
言
葉
で
誘
う
投
資
話
が
あ

り
ま
す
が
、
絶
対
に
儲
か
る
投

資
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

は
甘
い
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
ず
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
が
並
べ
ら
れ

た
話
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た

際
は
、「
あ
！
こ
れ
は
詐
欺
だ
」

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
近
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
F
a
c
e

b
o
o
k
・
I
n
s
t
a
g
r

a
m
な
ど
)を
悪
用
し
虚
偽
の

ネ
ッ
ト
広
告
を
作
成
し
ア
ク
セ

ス
し
て
き
た
人
や
、
一
方
的
に

送
り
つ
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
反

応
し
た
人
に
対
し
て
投
資
に
興

味
を
持
た
せ
、
投
資
名
目
で
お

金
を
指
定
口
座
に
振
り
込
ま
せ

る
な
ど
し
て
だ
ま
す
手
口
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
少
額
で
の
投
資
を
勧

め
、
被
害
者
を
信
じ
込
ま
せ
る

た
め
に
利
益
分
が
振
り
込
ま
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、

投
資
額
が
多
額
に
な
る
と
利
益

が
出
な
く
な
っ
た
り
返
金
が
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

福島駐在所
佐藤貴寛さん

町ホームページからアク
セスし、設問に答えると

　　　　１人で悩まず相談を！
相談窓口 電話番号

こころの健康相談
統一ダイヤル 0570-064-556

富岡保健福祉事務所 0274-62-1541
群馬いのちの電話 027-221-0783
健康ダイヤル24 0120-012-190
町健康課保健係 0274-67-5159

自分や家族などの
こころの健康状態
が確認できます。

相談

ＳＮＳなどを利用
した投資話に注意

金
融
商
品
詐
欺
に

だ
ま
さ
れ
な
い
で

被
害
防
止
の

ポ
イ
ン
ト

▼
一
度
も
会
っ
た
こ
と
が
な

い
相
手
か
ら
の
投
資
話
は

信
じ
な
い

▼「
絶
対
に
儲
か
る
」投
資
話

は
信
じ
な
い

こころの体温計こころの体温計でストレスチェック！

こ
こ
ろ
・
か
ら
だ
の
サ
イ
ン

に
自
分
で
気
付
く

  

周
り
は「
い
つ
も
と
様
子
が
違

う
」こ
と
に
気
付
い
て
あ
げ
る
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NEW▶▶▶図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶お知らせ
　【３月の休館日】
　４日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）
　【蔵書整理による臨時休館日】
　７日（木）～10日（日）の４日間

甘楽町は、令和６年に町制施行65周年を迎えました。
町内の景色の移り変わりを見てみましょう。

町発足65周年
町

道幅は現在よりも狭く、小幡城町には多くの商店が並ん
でいました。商店街を明るく照らす街路灯は、昭和39年に
甘楽町商工会によって設置されました。

　こころに優しく寄り添い、いのちについて考え
るコーナーを設置します。慌ただしい日々に、ホッ
とできる時間を作りませんか。図書館は“あなた
の本棚”、ら・ら・かんらは“あなたの居場所”です。

▶“こころの本棚”３月自殺対策強化月間

吉田玖来さん
（新屋小３年）

「人においかけられているおに」
／書名 『おにのしょうがっこう』

高
橋
優
希
さ
ん

（
福
島
小
４
年
）

「思い出のベッド」／
書名 『ブックキャット』

▶甘楽郡読書感想画・最優秀作品

世 帯 5,105
(△６)

人 口 12,469
(△25)

男 6,188
(△12)

女 6,281
(△13)

転 入 22

転 出 23

出 生 3

死 亡 27

１月31日現在
（前月末比）

風
に
立
つ

柚
月
裕
子
著
／

中
央
公
論
新
社

フ
ァ
ラ
オ
の
密
室

白
川
尚
史
著
／

宝
島
社

注
文
に
時
間
が
か
か
る

カ
フ
ェ

大
平
一
枝
著
／

ポ
プ
ラ
社

文
学
キ
ョ
ー
ダ
イ
‼

奈
倉
有
里
、
逢
坂
冬
馬
著

／
文
藝
春
秋

マ
リ
は
す
て
き

じ
ゃ
な
い
魔
女

柚
木
麻
子
著
／
坂
口
友
佳
子

絵
／
エ
ト
セ
ト
ラ
ブ
ッ
ク
ス

お
ふ
ろ
さ
ん

せ
き
ぐ
ち
ひ
ろ
み
作
／

講
談
社

少年は空に取りつかれた 古本とお菓子がつなぐ
あったか短編集

やっぱり、うどんだいねぇ準備のタイムスケジュー
ルがすごい！

メリークリスマス！
ハリポタ初の公式図鑑

12がつになりました。うさぎ
さんはじゅんびをはじめます

南部鉄器職人の父子が非
行少年を預かることに…

「このミステリーがすご
い！大賞」2024年大賞作品

2人は姉弟であり、現代
文学の同志である

接客アルバイトをした
い！若者たちの試み

おふろさんはじぶんもおふ
ろにはいってみたくて…

立派な魔女にならなく
ちゃいけないの!?

昭和40年代昭和40年代

祝

現在現在

写真で振り返る65年のあゆみ Part2

小幡の小幡の
商店街商店街
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企業版ふるさと納税
甘楽の天然水商品化プロジェクト

事業の趣旨に賛同し、下記の企業が寄附されました。

（２月15日入金確認まで。公表希望のみ掲載）
企　業　名 金　額

ファームランド株式会社（前橋市） 1,000,000円
株式会社コルノマカロニ―

（東京都） 公表希望なし

クボタ環境エンジニアリング
株式会社（東京都） 公表希望なし

目
録
を
手
渡
す
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン

ド（
株
）再
エ
ネ
事
業
部
の
渡
辺

さ
ん（
中
央
）と
築
井
さ
ん（
右
）

●● 善意に深く感謝し、
広く皆さんにお知らせします ●●

　　  山火事を防ごう

● 強風時や空気が乾燥しているときは、
たき火をしない。

●   火気使用中は現場を離れず、使用後は
確実に消火する。

●   枯草の近くなど火災の起こりやすい場
所では、たき火をしない。

● たばこの吸いがらは必ず火を消し、投
げ捨てない。

● 山火事を発見したときは、速やかに
119番通報し、安全な場所に避難する。

春は山火事が多く発生する季節です。春は山火事が多く発生する季節です。
火の取り扱いには、注意しましょう。火の取り扱いには、注意しましょう。

補助事業を活用ください！
■ 産業課農林係 ☎64-8319

事　業　名 対　象　者 補　助　額

❶ 獣害防止柵設置補助金
　野生動物による農産物などへの被害を
軽減するため、農地で実施する獣害防止
柵の設置に係る経費の一部を補助します。

町内の農地の所有者で、販売
目的で農作物を栽培している
人

獣害防止柵の購入や設置に係
る経費が４万円以上のものに
対し、その経費の１／２以内を
補助（上限10万円）

❷ 生分解性マルチフィルム
　 普及推進事業補助金
廃プラスチック対策推進のため、農地で
使用する生分解性マルチフィルム購入に
係る経費の一部を補助します。

町内に住所を有する個人、
町内に本社がある法人

購入経費の１／２以内
（上限３万円）

❸ 農地リフォーム事業補助金
　荒れた農地の樹木などを取り除き耕作
できるよう整地することに対し、経費の
一部を補助します。

町内にある荒廃農地の所有者 整地した農地１㎡当たり20円

　   

）

整地前の状況を確認します。
事前にご連絡ください。

農地をお持ちの皆さんへ
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

戸
籍
証
明
書
の
取
得
が

便
利
に
な
り
ま
し
た

　

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
３
月
１

日
か
ら
、
戸
籍
制
度
の
一
部
が
次
の
と

お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

戸
籍
謄
本
な
ど
の
戸
籍
証
明
書
の
取

得
や
婚
姻
届
や
転
籍
届
な
ど
の
戸
籍
の

届
出
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　

戸
籍
証
明
書
の
広
域
交
付

　

従
来
、
本
籍
地
の
み
で
行
っ
て
い
た

戸
籍
謄
本
（
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
）

や
除
籍
謄
本（
除
籍
全
部
事
項
証
明
書
、

改
製
原
戸
籍
謄
本
）
な
ど
の
戸
籍
証
明

書
の
交
付
が
、
本
籍
地
が
異
な
る
市
町

村
の
窓
口
で
も
請
求
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

※
戸
籍
抄
本（
戸
籍
個
人
事
項
証
明
書
、

戸
籍
一
部
事
項
証
明
書
）、
除
籍
抄
本

（
除
籍
個
人
事
項
証
明
書
、
除
籍
一
部

事
項
証
明
書
）の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

請
求
で
き
る
人
は
、
本
人
、
配
偶
者
、

直
系
尊
属
（
父
母
、
祖
父
母
な
ど
）、

直
系
卑
属
（
子
、
孫
な
ど
）
で
、
父
母

の
戸
籍
か
ら
除
籍
し
た
き
ょ
う
だ
い
の

も
の
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
請
求

も
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
窓
口
に
お
越
し
に
な
っ
た
人

の
本
人
確
認
の
た
め
、
顔
写
真
付
き
の

身
分
証
明
書（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
の

提
示
が
必
要
で
す
。

　

戸
籍
届
出
時
の

　
　
　

戸
籍
謄
本
の
添
付
省
略

　

３
月
１
日
届
出
分
か
ら
、
本
籍
地
で

な
い
市
町
村
の
窓
口
に
婚
姻
届
な
ど
の

届
出
を
行
う
場
合
、
届
書
へ
の
戸
籍
謄

本
（
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
）
の
添
付

が
原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
住
民
係　

☎
(64)
８
３
１
４

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

「
シ
ル
ク
・
お
ば
た
」
内
覧
会

　

４
月
１
日
開
所
予
定
の
地
域
密
着
型

介
護
施
設
の
内
覧
会
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

甘
楽
町
大
字
善
慶
寺
１
３
６
２
‐
１

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ル
ク
・
お

ば
た
西
側
）

そ
の
他　

感
染
症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ル
ク

☎
(60)
４
１
５
１

※
内
覧
会
当
日
は
☎
(60)
７
２
５
０

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を
実
施
し
ま
す

〜
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　
　

お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

対
象
と
な
る
計
画
案

甘
楽
町
地
域
公
共
交
通
計
画

　

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
お
よ
び
再

生
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
今
後
の

地
域
公
共
交
通
の
持
続
的
な
確
保
・
維

持
を
し
て
い
く
た
め
の
計
画
で
す
。

閲
覧
方
法

　

役
場
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

３
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
町
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る
個
人
、

法
人
、
団
体

・
町
内
の
事
業
所
な
ど
に
勤
務
す
る
人

・
当
該
計
画
の
策
定
に
関
し
利
害
関
係

を
有
す
る
人

意
見
の
提
出
方
法

　

３
月
15
日
㈮【
必
着
】ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
意
見
を
記
入

し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係　

☎
(74)
３
１
３
３

〒
３
７
０
‐
２
２
９
２

甘
楽
町
大
字
小
幡
１
６
１
‐
１

　
　

kikaku@
tow
n.kanra.lg.jp

No.1262おしらせ版

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、

町
の
重
要
な
政
策
や
計
画
な
ど
を

決
め
る
際
に
、
そ
の
案
を
町
民
の

皆
さ
ん
に
公
表
し
、
寄
せ
ら
れ
た

意
見
な
ど
を
反
映
し
な
が
ら
決
定

す
る
手
続
き
で
す
。
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ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
交
付

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は

義
足
や
人
工
関
節
を

使
用
し
て
い
る
人
、

内
部
障
害
や
難
病
の
人
、
妊
娠
初
期
の

人
な
ど
、
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
が
外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
い

人
が
、
周
囲
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助
が

得
や
す
く
な
る
よ
う
作
成
さ
れ
た
も
の

で
す
。

対
象
者　

県
内
に
居
住
し
、
援
助
や
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に

知
ら
せ
た
い
人

申
請
方
法　

交
付
窓
口
へ
申
し
出
て
、

所
定
の
「
確
認
票
」
に
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
着
け
た
人
を

見
か
け
た
際
は
、
電
車
内
で
席
を
ゆ
ず

る
、
困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
声
を

か
け
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

交
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽　

福
祉
課
福
祉
係　

☎
(67)
５
１
６
２

小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
申
請

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

　

町
で
は
、
一
定
金
額
以
下
の
少
額
の

工
事
や
物
品
購
入
な
ど
の
見
積
も
り
合

わ
せ
に
参
加
で
き
る
「
甘
楽
町
小
規
模

契
約
希
望
者
登
録
」
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

町
が
発
注
す
る
工
事
や
物
品
購
入
な

ど
の
契
約
に
つ
い
て
は
、「
甘
楽
町
建

設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
」
に

登
載
さ
れ
た
人
、
ま
た
は
「
甘
楽
町
小

規
模
契
約
希
望
者
登
録
」
を
し
た
人
を

対
象
と
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
す

る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
」

に
入
札
参
加
資
格
申
請
を
行
っ
て
い
る

人
は
申
請
不
要
で
す
。

受
付
期
間

３
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

※
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

申
請
方
法

　
「
甘
楽
町
小
規
模
契
約
希
望
者
登
録

申
請
の
手
引
き
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

手
引
き
「
別
表
」
の
書
類
（
指
定
様
式

な
ど
）
を
添
付
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
手
引
き
と
指
定
様
式
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

登
録
を
必
要
と
す
る
業
種
と

契
約
対
象
額

◆
工
事
、
製
造
請
負　

１
３
０
万
円
ま
で

◆
物
品
、
消
耗
品
購
入　

80
万
円
ま
で

◆
業
務
委
託
、
保
守
点
検
な
ど
50
万
円
ま
で

有
効
期
間

令
和
６
年
５
月
１
日
〜
令
和
８
年
４
月

30
日
の
２
年
間

提
出
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
財
政
係

☎
(74)
３
１
３
４

軽
自
動
車
・
自
動
車
の
変
更

手
続
き
は
３
月
中
に
！

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）、
自
動
車

税
（
種
別
割
）
は
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
車
検
証
上
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

軽
自
動
車
や
自
動
車
、
二
輪
車
な
ど

を
下
取
り
に
出
し
た
場
合
や
住
所
が
変

わ
っ
た
な
ど
の
場
合
は
、
３
月
29
日
㈮

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
先
（
名
義
変
更
・

　

住
所
変
更
・
廃
車
な
ど
）

①
甘
楽
町
ナ
ン
バ
ー
の
軽
自
動
車
、
原

動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下
）、

ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

町
住
民
課
住
民
税
係

☎
(64)
８
３
１
２

②
群
馬
ナ
ン
バ
ー
の
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
群
馬
事
務
所

☎
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
３
１
０
９

③
自
動
車
・
１
２
６
㏄
以
上
の
バ
イ
ク

群
馬
運
輸
支
局
（
登
録
関
係
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
）

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
２
１

　

税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

②
自
動
車
税
（
種
別
割
）

▼
群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
(63)
２
２
４
５

▼
群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７
‐
２
６
３
‐
４
３
４
３

おしらせ版

ヘルプマーク

①
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

町
住
民
課
住
民
税
係

☎
(64)
８
３
１
２
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消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

３
月
１
日
〜
７
日

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

こ
の
時
期
は
風
が
強
く
空
気
が
乾
燥

し
て
い
る
た
め
、
火
災
が
起
き
る
と
大

き
く
燃
え
広
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
近
年
は
県
内
で
も
大
規
模
な
林
野

火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
林
野
火
災
の

原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
人
の
不
注
意
に
よ

る
も
の
で
す
。
た
き
火
な
ど
か
ら
林
野

に
燃
え
広
が
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

日
常
か
ら
火
の
取
り
扱
い
に
注
意

し
、
火
災
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

無
料
出
張
取
り
付
け

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
煙

を
い
ち
早
く
感
知
し
音
で
火
災
発
生
を

知
ら
せ
、
初
期
消
火
や
安
全
な
避
難
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

取
り
付
け
を
考
え
て
い
る
が
、
自
分

で
は
取
り
付
け
ら
れ
な
い
、
頼
め
る
人

が
い
な
い
と
い
う
世
帯
に
消
防
職
員
が

出
張
し
取
り
付
け
い
た
し
ま
す
。

対
象
世
帯

取
り
付
け
が
困
難
な
人
の
み
の
世
帯

申
込
期
間

３
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

申
し
込
み
方
法

消
防
本
部
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
(62)
４
３
２
５

そ
の
他

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
電
池
式
の
物

に
限
る
）
は
、
ご
自
身
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部

予
防
課

☎
(62)
４
３
０
６

長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
特
別
展
示

〜
昭
和
画
壇
の
巨
匠
た
ち
〜

期
間　

５
月
12
日
㈰
ま
で

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

休
館
日　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

観
覧
料　

２
０
０
円
（
高
校
生
以
上
）

問
い
合
わ
せ

長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☎
・
FAX
(74)
７
５
７
５

甘
楽
町
読
み
聞
か
せ
の
会

「

春
の
お
は
な
し
会

」

期
日　

３
月
23
日
㈯

時
間　

午
後
２
時
〜
（
90
分
程
度
）

場
所　

ら
・
ら
・
か
ん
ら
２
階
研
修
室

内
容

・
人
形
劇
「
大
き
な
か
ぶ
」

・
お
た
の
し
み
工
作
ほ
か

問
い
合
わ
せ

甘
楽
町
図
書
館
／

ら
・
ら
・
か
ん
ら

☎
(70)
４
６
６
０

FAX
(67)
７
３
３
２

「
プ
レ
パ
レ
ベ
ー
カ
リ
ー
」

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

　

プ
レ
パ
レ
べ
ー
カ
リ
ー
で
は
、
障
害

の
あ
る
人
が
就
労
支
援
を
受
け
て
パ
ン

の
製
造
、
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

焼
き
立
て
の
パ
ン
を
作
っ
て
皆
さ
ん

の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

営
業
日　

月
〜
木
曜
日

（
金
・
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
業
）　

営
業
時
間

午
前
11
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所

甘
楽
町
大
字
善
慶
寺
１
４
１
５
‐
４

問
い
合
わ
せ

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
プ
レ
パ
レ

☎
(67)
５
２
８
０

    
           

募　

集

募　

集

認
定
こ
ど
も
園
の
用
務
員
を

募
集
し
ま
す

職
種　

こ
ど
も
園
の
用
務
員

募
集
人
数　

１
人

業
務
内
容　

園
内
外
の
掃
除
、
畑
の
管

理
な
ど

採
用
予
定
日　

令
和
６
年
４
月
１
日

そ
の
他　

勤
務
日
・
勤
務
時
間
は
相
談

の
上
決
定
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

め
ぶ
き
の
森
か
ん
ら　

☎
(67)
５
１
３
５

型
事
業
所
プ
レ
パ
レ

気
が
乾
燥

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）　 FAX  67 - 7066（代）

広報かんら／2024.3.125



広報かんら　■編集・発行　甘楽町（総務課行政係 ☎ 74-3132直通）　メールアドレス　gyousei＠town.kanra.lg.jp
　　　　　　〒370-2292　群馬県甘楽郡甘楽町大字小幡161番地１　☎ 0274-74-3131㈹　FAX 0274-74-5813㈹
　　　　　　ホームページ　https://www.town.kanra.lg.jp/　■印刷　朝日印刷工業株式会社

広報かんら　■編集・発行　甘楽町（総務課行政係 ☎ 74-3132直通）　メールアドレス　gyousei＠town.kanra.lg.jp
　　　　　　〒370-2292　群馬県甘楽郡甘楽町大字小幡161番地１　☎ 0274-74-3131㈹　FAX 0274-74-5813㈹
　　　　　　ホームページ　https://www.town.kanra.lg.jp/　■印刷　朝日印刷工業株式会社

新嶋　和花 ちゃん（１歳６カ月・令和４年８月３日生まれ）

　新嶋拓哉さん・花蓮さんのお子さん（小幡）

　繊細でママと食べ物の気配にはとっても敏感なのどちゃん。
しかし、意志とフィジカルはとっても強く、転んでもぶつけて

もすぐ立ち直る速さにはビックリします
　歌とダンス、動き回ることが好きで、人懐っこいのどちゃん
最近はおじぎとバイバイを覚え、いろんな人や物、空間にあいさ
つしています。もし見かけたら返してあげてください

のどか

せんさい

広　告
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